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１．総合評価 

大変優れている 

 

【評価コメント】 

ヒト iPS細胞を用いた体節形成の in vitro ３次元モデル「アクシオロイド」の確立に成功し、病態を一部再現す

る疾患モデルを構築した。この成果は、国際学術誌に発表されて世界的に高い評価を受け、特許出願も実施

済みである。本研究で得られた知見は、発生研究の新たなプラットフォームになるものであり、作製に成功したア

クシオロイドモデルを用いてヒト体軸形成のメカニズムや脊椎疾患の解明のほか薬剤等の毒性評価、さらには予

防・治療法の確立に役立つことが期待される。医療分野への具体的な応用戦略を踏まえて、今後も引き続き取

り組んでいただきたい。 


